
  

 

 

  

 

 

 

 

コロナ禍を越えて…地域との，人とのつながりを広げて 
９月２８日（木）・２９日（金）の両日，４年生の児童が「グループホームふる里 津之郷の家」に訪

問させていただき，ご高齢の方と触れ合う機会を持ちました。日々ご高齢の方と一緒に過ごす機会の少な

い子が多く，どんなことに気をつけて交流したらよいか自分たちで調べて話し合い，訪問までにいろいろ

な準備をしていました。  

当日は，グループホームの方やデイケアで訪れておられる方たちに，班ごとに歌やリコーダー演奏を披

露したり，ゲームや会話をしたりして，楽しく交流することができました。 

 歌を歌ったとき，「津之郷小学校 校歌」を聴いて『懐かしい』という声をいただいたり，曲に合わせ

て手拍子をしてくださったりするなど，子どもたちも共に楽しい時間を過ごすことができたようです。子

どもたちの日記の中にも「また一緒に交流したい。」「次に行く機会があれば，もっと楽しんでもらいたい」。

「おじいちゃんおばあちゃんと関わることがほとんどないので，関わることができてうれしかった。」な

どの言葉が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

コロナ禍で，ここ数年できなかった「ふれあい交流会」ですが，地域の方々のお骨折りで，この度やっ

と実現することができました。子どもたちがいろいろな立場の方々と交流することで得た経験を，これか

らの学びに生かしていきたいと思います。交流会実現に向けて関わってくださった地域の皆様，施設の皆

様，本当にありがとうございました。 

 

「町たんけん」から「社会見学」・・・「修学旅行」 
 ２年生は，先月から校区の東西南北に「町たんけん」に出かけ，自分たちの住んでいる地域の自然の様
子を観察したり，どんな施設があるのかなどを探して歩いたりする学習をしています。登下校の折に見か

ける風景とは違う場所で様々な体験をするとともに，いつも通っている道にも今まで気づいていなかった

発見があり，子どもたちは小さな「たんけん」の中にいろんな驚きを感じていました。 
 地域での小さな発見が，市内，県内のいろいろな場所での発見につながり，やがては，６年生の「修学

旅行」へとつながっていきます。 

 これからも各学年の貴重な体験をつなぎ，学びを積み重ねていきたいと思います。引き続き，ご支援・

ご協力をよろしくお願いします。 
  

 福山市立津之郷小学校 

202３年（令和５年）10月 17日 

 

 

 

 

豊かな心を持ち，主体的な実践力のある子どもを育てる 

学校教育目標 


